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た、高電位側 2端子で低電位側 1端子の差動対のような場合 (b)はブロック 2




































数 fXiji = 1; 2; ; ; ngと列数 fYjjj = 1; 2; ; ;mgを任意に設定できるためフロア
数も自由にかえられる。ここで n、mはそれぞれ設定した行数、列数である。


















ロア fYjjj = 1gかそうでないか fYjjj  2gで配置のできるブロックの制限が
異なる。以下の制限にしたがって全フロアに回路ブロックを配置する。
最上フロア






























Figure 3.6: ブロックの配置例 1
最上フロア以外
　最上フロア以外 fYjjj  2gはその上のフロアに配置されたブロックによっ
て、配置できるブロックが制限される。条件として、上のフロアのブロック
の bと今いるフロアの tを一致させる。例えば、図 3.6のようにフロア 1に
ブロック 1（b=1）が配置された場合、フロア 2にはブロック 1,3（t=1）のみ
配置できる。また、図 3.7のようにフロア 1にブロック 4（b=2）が配置され
た場合、フロア 2にはブロック 2,4（t=2）のみ配置できる。このフロアにラ
ンダムにブロックを配置しその下にフロアがあれば、そのフロアに同様にブ
ロックを配置する。もし最下フロア fYjjj = mgであれば、1つ右の最上フロ
ア f(Xi;Yj)ji = i + 1; j = 1gへ移動する。もし最下 fYjjj = mgかつ最右のフ


















































































































































































































































































































































れた出力電圧からオフセット電圧を引いたものを用いて、1  Vout   VosGVin
 < 0:05 (3.7)
を満たす入力電圧を求める。このときに得られた最大と最小入力電圧をVinmax
と Vinminとした場合、同相入力電圧範囲 Vcmrは






































力電圧はオフセット分お除いたものであるため、1  Vout   VosVin





































設計値 0.9[V] I1 I2 I3
電源電圧 設計値 [V] I4 I I5























AG = w  l (3.12)
AD = w  0:6m (3.13)

























































































































ESR = ESR  Vmax   Vmin





































































































A2 B2C2A1 B1 C1
(c) Individual1’ (d) Individual2’
Figure 3.25: 交叉方法
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素子 PMOS NMOS R C
変化確率 45% 45% 5% 5%
素子の突然変異
　図 3.27のように各列 1つの素子だけ素子そのものを変更する。ただし、最





































l = 0:18m  10:00m (3.28)






























































































AmpG I S.sp サーキットファイル オペアンプ回路情報
Lib MOSParameter.lib MOSモデルライブラリ MOSモデルパラメータ




AmpG I S.lis listing シミュレーション結果特性
Fitness.txt 適応度ファイル 各世代の最大適応度のデータ



































































5.1のように回路ブロックを配置するためのフロアは行数 3行、列数 4列の 12
個（3）のフロアのものを用いる。また、電源電圧は常に一定で、Vdd = 1:5V、

















同相入力範囲 電源電圧の 10%以上 1.0以上（対数的増加）



























































評価項目 目標値 シミュレーション結果 評価値
直流利得 40dB以上 132dB 5.58
利得帯域幅積 1MHz以上 77.0MHz 1.0
位相余裕 45度以上 89.3度 1.0
利得余裕 20dB以上 20.8dB 1.0
スルーレート 0.1V/s以上 130V/s 4.11
CMRR 40dB以上 54.5dB 1.0
PSRR 40dB以上 68.3dB 1.0
同相入力範囲 電源電圧の 10%以上 71.0% 1.85
出力電圧範囲 電源電圧の 10%以上 63.2% 1.0
消費電流 1mA以下 0.0949mA 2.02
消費電力 3mW以下 0.285mW 1.0
占有面積 1mm2以下 0.0706 1.0
全高調波歪 1%以下 0.0850% 1.0
応答時間 100ns以下 34.0ns 1.0
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